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Ⅰ　

は
じ
め
に

　

本
報
告
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
民
事
訴
訟
法
に
お
け
る
強
制
執
行
手
続
に

関
す
る
い
く
つ
か
の
最
新
潮
流
を
取
り
上
げ
る
。
特
に
焦
点
を
当
て

る
の
は
、
基
本
的
な
憲
法
的
保
障
を
害
す
る
こ
と
な
く
効
率
性
を
達

成
し
な
が
ら
、
債
務
者
と
債
権
者
の
権
利
の
均
衡
を
保
つ
た
め
の
仕

組
み
で
あ
る
。

　

実
際
、
ブ
ラ
ジ
ル
（
の
み
な
ら
ず
世
界
中
）
の
強
制
執
行
手
続
の

主
要
な
問
題
の
一
つ
は
、
効
率
性
で
あ
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
強

制
執
行
や
権
利
実
現
の
手
続
は
、
権
利
を
確
認
す
る
過
程
の
二
倍
の

期
間
を
費
や
し
て
い
る（

（
（

。
強
制
執
行
手
続
の
主
要
な
課
題
は
、
債
務

者
の
財
産
を
発
見
し
、
資
産
の
市
場
価
値
の
下
落
を
避
け
、
債
権
者

に
完
全
な
満
足
を
与
え
て
合
理
的
期
間
内
に
終
結
さ
せ
る
こ
と
に
あ

る
。
手
続
を
よ
り
迅
速
で
効
率
的
に
す
る
た
め
に
、
二
〇
〇
五
年
法

律
一
一
二
三
二
号
（Lei nº 11.232/2005

）、
お
よ
び
二
〇
〇
六
年

法
律
一
一
三
八
二
号
（Lei nº 11.382/2006

）
が
成
立
し
、
強
制

執
行
手
続
に
関
す
る
多
く
の
ル
ー
ル
が
変
更
さ
れ
た
。
さ
ら
に
立
法

過
程
で
の
長
い
論
争
の
後
、
新
し
い
民
事
訴
訟
法
典
が
二
〇
一
五
年

に
議
会
で
可
決
、
二
〇
一
六
年
三
月
に
施
行
さ
れ（

（
（

、
い
く
つ
か
の
革

新
を
も
た
ら
し
た
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
で
は
、
財
産
の
性
質
や
執
行
方
法
に
応
じ
て
い
く
つ
か

の
異
な
る
手
続
が
あ
る
。
例
え
ば
、
金
銭
債
権
の
執
行
手
続
（
民
事

訴
訟
法
五
二
三
条
か
ら
五
二
七
条
、
八
二
四
条
以
下
）、
動
産
の
引

ア
ン
ト
ニ
オ
・
カ
ブ
ラ
ウ

工　

藤　

敏　

隆
／
訳

ブ
ラ
ジ
ル
法
に
お
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る
強
制
執
行
お
よ
び
権
利
実
現
手
続
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渡
請
求
権
や
作
為
義
務
の
執
行
手
続
（
同
五
三
六
条
以
下
、
八
一
四

条
か
ら
八
二
一
条
）、
養
育
費
や
扶
養
料
の
執
行
手
続
（
五
二
八
条

か
ら
五
三
三
条
、
九
一
一
条
か
ら
九
一
三
条
）、
国
や
公
的
機
関
に

対
す
る
権
利
実
現
手
続
（
九
一
〇
条
）
が
あ
る（

（
（

。

　

判
決
の
執
行
の
一
般
原
則
は
、
現
在
で
は
手
続
融
合
の
理
念
に
基

づ
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
権
利
実
現
手
続
は
権
利
確
認
手
続
の
付

随
的
段
階
と
な
っ
た
の
で
、
判
決
の
執
行
の
た
め
の
新
た
な
訴
訟
の

提
起
は
不
要
で
あ
る
。
裁
判
外
の
債
務
名
義（

（
（

や
、
国
や
公
的
機
関
を

当
事
者
と
す
る
判
決
に
つ
い
て
は
、
現
在
も
特
別
な
執
行
手
続
が
規

定
さ
れ
て
い
る
。

Ⅱ　

判
決
の
実
現
に
対
す
る
憲
法
的
制
約

1　

人
道
的
尊
厳
と
「
最
低
限
度
の
生
活
」

　

判
決
の
実
現
に
対
す
る
制
約
は
、
人
道
的
尊
厳
の
一
般
原
則
に
導

か
れ
た
個
人
の
保
護
に
集
約
さ
れ
る
。
こ
れ
は
憲
法
に
根
拠
を
有
し

（
ブ
ラ
ジ
ル
連
邦
共
和
国
憲
法
一
条
）、
人
間
の
生
存
に
最
低
限
必
要

な
も
の
を
保
障
す
る
（
ド
イ
ツ
で
は
「
最
低
限
度
の
生
活
」

（E
xistenzm

inim
um

）
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る（

（
（

。）。
こ
の
憲
法
規

範
の
発
現
と
し
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
判
決
の
執
行
は
、
い
わ
ゆ

る
「
最
も
強
制
性
が
少
な
い
執
行
方
法
」
の
原
則
（
民
事
訴
訟
法
八

〇
五
条
）
を
尊
重
し
つ
つ
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
原
則

は
、
執
行
は
債
務
者
に
と
っ
て
最
も
負
担
の
軽
い
方
法
に
よ
る
と
い

う
も
の
で
あ
り
、
司
法
手
続
の
い
か
な
る
段
階
の
、
あ
ら
ゆ
る
手
続

的
行
為
に
対
し
適
用
さ
れ
る（

（
（

が
、
一
つ
以
上
の
執
行
方
法
が
可
能
な

場
合
を
前
提
と
す
る（

（
（

。
加
え
て
、
執
行
手
続
に
お
け
る
債
権
者
の
不

当
な
行
為
に
つ
い
て
は
厳
格
責
任
（
過
失
の
有
無
を
問
わ
な
い
）
が

妥
当
し
、
債
務
者
に
結
果
的
に
生
じ
た
損
害
は
、
債
権
者
に
よ
っ
て

補
償
さ
れ
る（

（
（

。

　

民
事
訴
訟
法
八
〇
五
条
は
、
誠
実
の
一
般
原
則
を
規
定
す
る
同
法

五
条
と
と
も
に
、
債
権
者
に
よ
る
権
利
の
濫
用
を
防
い
で
い
る
。
し

か
し
、
誠
実
の
原
則
は
民
事
訴
訟
法
七
九
七
条
と
の
均
衡
を
保
ち
つ

つ
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
条
は
、
執
行
の
目
的
は
、
債

権
者
の
た
め
に
「
債
務
名
義
」（
権
利
確
認
手
続
を
経
た
か
否
か
を

問
わ
ず
、
法
が
執
行
手
続
を
開
始
さ
せ
る
効
力
を
与
え
た
裁
判
や
文

書
で
あ
り（

（
（

、
ロ
ー
マ
法
由
来
の
伝
統
を
有
す
る
。）
に
完
全
な
満
足

を
与
え
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
明
確
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
宣
明
す
る
。

換
言
す
る
と
、
執
行
方
法
の
効
果
性
と
、
手
続
に
お
け
る
債
務
者
の

尊
厳
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
必
要
と
す
る
。
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2　
�

任
意
履
行
や
「
非
金
銭
的
強
制
」：
強
制
や
履
行
促
進
に
関
す

る
一
般
的
条
項
の
革
新
性

　

ブ
ラ
ジ
ル
民
事
訴
訟
法
は
、
強
制
執
行
制
度
を
実
効
性
あ
る
も
の

と
す
る
た
め
、
最
も
適
切
で
正
確
な
執
行
手
段
を
探
求
し
て
い
る（

（1
（

。

こ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
裁
判
官
は
、
す
べ
て
の
債
務
を
同

等
の
金
銭
債
務
に
変
更
す
る
こ
と
は
避
け
る
べ
き
で
あ
り
、
理
想
的

な
結
果
に
適
合
さ
せ
る
た
め
に
執
行
方
法
を
調
整
す
る
こ
と
が
許
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
、
い
わ
ゆ
る
「
非
金
銭
的
強
制
」
を
用
い
て
、

債
務
者
に
圧
力
を
か
け
て
間
接
的
な
強
制
に
よ
っ
て
履
行
さ
せ
る
こ

と
も
含
ん
で
い
る（

（1
（

。

　

と
は
い
え
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
強
制
執
行
手
続
に
お
け
る
強
制
方
法
は
、

金
銭
的
強
制
に
偏
っ
て
お
り
、
対
人
的
な
強
制
は
き
わ
め
て
限
定
的

に
可
能
で
あ
っ
た
。
ブ
ラ
ジ
ル
連
邦
共
和
国
憲
法
五
条LX

V
II

は
、

債
務
を
理
由
と
す
る
民
事
拘
禁
を
明
文
で
禁
止
し
て
い
る
。
た
だ
し

例
外
と
し
て
、
養
育
費
・
扶
養
料
支
払
に
つ
い
て
の
故
意
に
よ
る
弁

解
不
可
能
な
違
反
や
、「
義
務
に
違
反
し
た
不
誠
実
な
受
寄
者
」

（faulty bailee

と
も
呼
ば
れ
る
、
他
人
の
物
の
占
有
管
理
責
任
を

負
っ
て
い
る
の
に
、
日
常
的
に
義
務
を
遵
守
し
な
い
者
）
の
場
合
が

あ
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
九
年
に
連
邦
最
高
裁
判
所
（
Ｓ

Ｔ
Ｆ
）
が
判
例
を
変
更
し
、
不
誠
実
な
受
寄
者
に
対
す
る
民
事
拘
禁

は
、
債
務
の
履
行
を
達
成
す
る
手
段
と
し
て
過
度
で
あ
り
（
す
な
わ

ち
比
例
的
で
は
な
い
か
ら
）、
憲
法
に
違
反
す
る
と
し
た
（
拘
束
的

重
要
判
例
要
旨
（súm

ula vinculante

）
二
五
号
）。

　

近
頃
で
は
、
人
的
強
制
が
許
さ
れ
る
分
野
は
、
養
育
費
・
扶
養
料

の
取
立
て
の
執
行
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
こ
れ

ら
の
手
続
は
、
債
務
者
に
対
し
非
常
に
厳
格
で
あ
り
、
債
権
者
は
債

務
者
の
逮
捕
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
が
、
当
事
者
が
債
務

を
理
由
に
拘
束
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
、
唯
一
の
民
事
手
続
で
あ
る

（
民
事
訴
訟
法
五
二
八
条
）。
し
か
し
、
こ
の
身
体
拘
束
は
、
一
か
月

か
ら
三
か
月
の
期
間
に
制
限
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
、
民
事
訴
訟
法
の
最
も
興
味
深
く
か
つ
偉
大
な

革
新
は
、
一
三
九
条
Ⅳ
号
、
五
三
六
条
補
項
一
、
お
よ
び
五
三
七
条

（
最
後
の
二
つ
は
執
行
手
続
に
特
化
し
た
も
の
）
に
規
定
さ
れ
た
一

般
的
条
項
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
裁
判
官
に
、
債
務
者
に
対
し
債
務
の

支
払
を
命
じ
る
こ
と
や
、
司
法
的
命
令
を
遵
守
さ
せ
る
た
め
の
手
段

を
発
令
す
る
こ
と
を
許
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
一
般
的
条
項
で
あ
る

た
め
、
非
限
定
的
な
広
い
適
用
可
能
性
を
有
し
、
司
法
的
裁
量
の
大

き
な
余
地
を
許
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
パ
ス
ポ
ー
ト
や
運
転
免
許
証
の
効
力
停
止
や
、
債
務

者
の
権
利
行
使
に
制
限
を
課
す
決
定
を
す
る
実
例
が
あ
っ
た
。
権
利

行
使
の
制
限
と
は
す
な
わ
ち
、
公
共
工
事
へ
の
参
加
禁
止
、
公
的
機

関
と
の
契
約
の
禁
止
、
融
資
を
得
る
こ
と
の
制
限
な
ど
が
あ
る
。
裁
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判
所
の
命
令
に
従
わ
な
か
っ
た
た
め
に
、
何
社
か
の
企
業
が
そ
の
よ

う
な
活
動
の
一
時
的
停
止
を
受
け
た
こ
と
が
あ
っ
た（

（1
（

。

　

ブ
ラ
ジ
ル
の
判
例
法
は
、
こ
の
よ
う
な
新
し
い
強
制
方
法
に
つ
い

て
依
然
手
探
り
で
あ
り
、
上
級
裁
判
所
が
ど
の
程
度
ま
で
許
容
す
る

か
は
依
然
予
測
が
で
き
な
い
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
将
来
の
議
論

の
発
展
を
待
つ
必
要
が
あ
る
。

3　

財
産
の
保
護
と
差
押
禁
止

　

民
事
訴
訟
法
七
八
九
条
は
、
債
務
者
の
す
べ
て
の
財
産
が
、
債
務

の
履
行
に
つ
き
責
任
財
産
と
な
る
旨
を
一
般
的
に
規
定
す
る
。
た
だ

し
、
債
務
者
の
現
在
お
よ
び
将
来
の
財
産
の
み
が
差
押
可
能
で
あ
る

こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
財
産
と
は
、
差
押
当
時
債

務
者
に
属
し
、
ま
た
は
執
行
手
続
係
属
中
に
債
務
者
が
取
得
し
た
も

の
を
指
す
。
過
去
の
財
産
、
す
な
わ
ち
処
分
済
み
の
財
産
は
、
処
分

が
仮
装
で
あ
る
と
証
明
で
き
た
場
合
に
の
み
執
行
に
服
す
る
。

　

債
務
者
の
現
在
の
財
産
の
う
ち
、
裁
判
上
の
差
押
え
か
ら
除
外
さ

れ
る
も
の
に
つ
い
て
述
べ
る
。
こ
れ
は
債
務
者
の
特
定
の
財
産
に
対

す
る
執
行
作
用
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
執
行
手
続
に
お
け
る

債
務
者
の
尊
厳
と
生
存
を
確
保
す
る
手
段
の
一
つ
で
あ
る
。
差
押
除

外
は
、
債
務
者
に
対
す
る
金
銭
債
権
に
よ
る
執
行
に
つ
き
規
範
的
な

例
外
と
し
て
作
用
す
る
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
法
に
お
い
て
は
、
柔
軟
性
の

あ
る
不
確
定
的
な
法
概
念
に
よ
る
ル
ー
ル
で
あ
る
と
い
う
特
徴
が
あ

る
（
（1
（

。

　

こ
の
枠
組
み
に
お
い
て
、
旧
民
事
訴
訟
法
で
は
、
裁
判
官
は
適
切

性
お
よ
び
比
例
性
の
基
準
に
従
い
、
事
件
ご
と
に
差
押
除
外
を
す
べ

き
か
否
か
を
決
め
る
必
要
が
あ
っ
た
。
旧
民
事
訴
訟
法
八
三
三
条
が

規
定
す
る
差
押
え
の
「
絶
対
的
な
」
除
外
は
、
い
か
な
る
事
件
に
お

い
て
も
、
そ
し
て
他
に
差
押
可
能
な
財
産
が
存
在
し
な
い
場
合
で
も
、

差
押
が
禁
止
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
一
方
、
旧
民
事
訴
訟
法
八

三
四
条
が
規
定
す
る
差
押
え
の
「
相
対
的
な
」
除
外
は
、
債
務
を
満

足
で
き
る
唯
一
の
差
押
可
能
で
負
担
が
な
い
財
産
で
あ
る
場
合
を
除

い
て
、
執
行
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
財
産
で
あ
る
。

　

差
押
除
外
の
ル
ー
ル
の
中
で
、「
家
庭
財
産
」
へ
の
注
目
は
重
要

で
あ
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
連
邦
共
和
国
憲
法
は
、
居
住
の
権
利
と
家
庭
の

尊
厳
を
保
障
す
る
た
め
、
家
庭
の
保
護
に
特
化
し
た
具
体
的
な
条
項

を
有
し
て
い
る
。
家
庭
財
産
は
、
一
九
九
〇
年
法
律
八
〇
〇
九
号

（Lei nº 8.009/1990

）
に
よ
っ
て
法
律
上
も
保
護
さ
れ
て
い
る
。

同
法
一
条
は
、
家
族
が
居
住
す
る
不
動
産
は
、
差
押
の
対
象
か
ら
除

外
さ
れ
、
民
事
、
商
事
、
租
税
、
そ
の
他
家
族
の
構
成
員
が
契
約
で

負
担
し
た
債
務
の
引
当
て
と
は
な
ら
な
い
と
規
定
す
る
。
同
条
補
項

は
、
建
物
が
建
っ
て
い
る
土
地
、
農
場
、
自
然
を
改
良
し
た
設
備
、

業
務
用
設
備
や
動
産
類
も
差
押
除
外
の
対
象
に
な
る
旨
を
規
定
す
る
。
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家
庭
財
産
は
、
一
九
九
〇
年
法
律
八
〇
〇
九
号
の
三
条
が
規
定
す

る
例
外
（
適
用
除
外
）
に
よ
り
、
他
の
（
絶
対
的
お
よ
び
相
対
的
）

差
押
除
外
財
産
と
は
異
な
る
類
型
に
属
す
る
。
家
庭
財
産
は
、
対
象

財
産
で
あ
れ
ば
無
条
件
に
差
押
が
禁
止
さ
れ
る
が
、
相
対
的
な
差
押

除
外
財
産
は
、
債
務
者
に
他
に
差
押
可
能
な
財
産
が
存
在
し
な
い
場

合
に
は
執
行
に
服
す
る
点
が
異
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
法
は
三
種

類
の
差
押
除
外
を
規
定
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

家
庭
財
産
が
保
護
さ
れ
る
事
案
を
理
解
す
る
に
は
、
家
族
の
概
念

を
再
考
す
べ
き
で
あ
る
。
家
族
の
概
念
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
い
て
深

く
進
化
し
、
両
親
（
父
母
）
と
子
と
い
う
広
く
受
容
さ
れ
て
き
た
ス

テ
レ
オ
タ
イ
プ
か
ら
は
離
れ
つ
つ
あ
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
連
邦
共
和
国
憲

法
二
二
六
条
補
項
四
は
、
婚
姻
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
関
係
だ
け
で

は
な
く
、
多
様
な
種
類
の
家
族
を
保
護
し
て
い
る
。
こ
の
拡
張
さ
れ

た
保
護
に
は
、
憲
法
や
法
律
だ
け
で
な
く
、
判
例
法
の
集
積
も
寄
与

し
て
い
る
。
連
邦
高
等
司
法
裁
判
所
（
Ｓ
Ｔ
Ｊ
）
に
お
け
る
、
家
庭

財
産
に
対
す
る
執
行
に
関
す
る
法
理
は
、
家
族
法
の
変
化
に
沿
っ
て

進
化
を
遂
げ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
現
代
的
な
家
族
概
念
自
体
が
、

執
行
手
続
に
お
け
る
差
押
除
外
財
産
と
し
て
の
保
護
を
拡
張
さ
せ
て

お
り
、
ひ
と
り
親
家
庭
や
、
シ
ビ
ル
・
ユ
ニ
オ
ン
（
同
性
間
も
含

む
）
も
、
現
在
で
は
「
家
庭
単
位
」「
核
家
族
」
と
し
て
保
護
さ
れ

て
い
る
。

　

例
え
ば
、
連
邦
高
等
司
法
裁
判
所
は
、
離
別
し
た
パ
ー
ト
ナ
ー
に

よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
家
庭
に
お
け
る
差
押
除
外
財
産
に
つ
い
て
検
討

を
行
な
っ
た（

（1
（

。
独
身
、
寡
婦
や
離
別
し
た
パ
ー
ト
ナ
ー
の
財
産
に
対

す
る
執
行
に
関
す
る
相
次
ぐ
不
服
申
立
に
つ
き
判
断
が
重
ね
ら
れ
た

結
果
、
連
邦
高
等
司
法
裁
判
所
は
、「
家
庭
」
概
念
の
拡
張
と
、
家

庭
の
財
産
に
対
す
る
差
押
除
外
範
囲
に
関
し
て
、
重
要
判
例
要
旨
三

六
四
号
を
発
出
し
た（

（1
（

。
こ
れ
と
は
別
に
、
連
邦
最
高
裁
判
所
も
同
様

の
判
断
傾
向
を
有
し
て
お
り
、
家
族
概
念
に
、
同
性
間
の
シ
ビ
ル
・

ユ
ニ
オ
ン
を
含
め
、
居
住
の
権
利
を
保
障
し
て
き
た（

（1
（

。

　

こ
の
よ
う
な
家
庭
概
念
、
お
よ
び
家
庭
財
産
保
護
の
継
続
的
な
拡

張
は
、
取
引
コ
ス
ト
や
支
払
リ
ス
ク
を
増
大
さ
せ
る
も
の
と
し
て
、

批
判
に
も
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
特
に
不
動
産
や
都
市
部
の
土
地
賃
貸

借
に
関
す
る
契
約
を
締
結
す
る
に
際
し
、
保
証
の
需
要
が
増
加
す
る

可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
人
間
の
尊
厳
と
居
住

権
の
保
障
は
、
当
初
の
立
法
目
的
を
離
れ
、
長
期
的
に
見
る
と
逆
に

不
利
益
を
生
じ
さ
せ
る
お
そ
れ
も
有
し
て
い
る
。

Ⅲ　

公
共
利
益
訴
訟

　

ブ
ラ
ジ
ル
法
に
お
け
る
判
決
の
実
現
に
関
す
る
別
の
特
徴
と
し
て
、

国
家
や
公
的
機
関
が
当
事
者
で
あ
る
場
合
の
手
続
が
あ
る
。
ヨ
ー
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ロ
ッ
パ
の
多
く
の
国
で
は
、
国
家
は
一
般
私
人
と
異
な
る
裁
判
所
お

よ
び
手
続
で
訴
訟
を
追
行
す
る
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
は
そ
れ
と
は
異
な
り
、

行
政
裁
判
所
や
、
行
政
事
件
に
の
み
適
用
さ
れ
る
手
続
法
は
存
在
し

な
い
（
た
だ
し
、
行
政
事
件
を
専
門
的
に
扱
う
部
や
法
廷
は
、
連
邦

裁
判
所
お
よ
び
州
裁
判
所
に
存
在
す
る
）。
そ
れ
ゆ
え
に
、
ブ
ラ
ジ

ル
法
は
、
公
的
機
関
が
当
事
者
で
あ
る
事
件
で
は
、
強
制
執
行
手
続

の
典
型
的
事
件
に
お
け
る
一
般
原
則
の
適
用
除
外
や
、
何
ら
か
の
特

権
付
与
な
ど
、
私
人
間
の
事
件
と
は
異
な
る
ル
ー
ル
を
設
け
て
い
る（

（1
（

。

　

公
的
機
関
が
当
事
者
で
あ
る
強
制
執
行
手
続
に
適
用
さ
れ
る
特
別

の
ル
ー
ル
と
し
て
、
民
事
訴
訟
法
九
一
〇
条
が
あ
る
。
こ
の
規
定
は
、

公
共
の
財
産
は
差
押
や
譲
渡
が
で
き
な
い
こ
と
を
考
慮
し
、
伝
統
的

な
強
制
執
行
の
方
法
を
排
除
し
て
い
る
。
共
和
国
憲
法
一
〇
〇
条
に

基
づ
き
、
国
家
や
す
べ
て
の
公
的
機
関
は
、
一
般
私
人
と
は
異
な
る

方
法
に
よ
り
支
払
義
務
を
履
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
方
法

と
は
、
プ
レ
カ
ト
リ
オ
（precatório

）
と
呼
ば
れ
る
支
払
命
令
で

あ
る
。
こ
の
命
令
は
裁
判
所
の
長
官
に
よ
っ
て
発
せ
ら
れ
、
次
年
度

の
公
的
な
金
銭
支
払
予
算
か
ら
支
払
わ
れ
る
べ
き
具
体
的
金
額
を
明

記
す
る（

（1
（

。
プ
レ
カ
ト
リ
オ
は
、
債
務
者
で
あ
る
国
家
に
債
務
額
に
つ

い
て
検
討
す
る
機
会
を
保
障
す
る
た
め
、
債
務
者
に
よ
る
異
議
申
立

手
続
を
経
た
後
に
発
せ
ら
れ
る
。

　

プ
レ
カ
ト
リ
オ
は
時
系
列
に
基
づ
く
優
先
順
位
に
従
う
も
の
と
さ

れ
、
債
権
者
に
対
す
る
平
等
的
取
扱
い
が
保
障
さ
れ
て
い
る
。
換
言

す
れ
ば
、
国
は
、
司
法
手
続
で
確
定
し
た
債
務
を
、
公
的
か
つ
事
前

に
決
め
ら
れ
た
リ
ス
ト
に
従
っ
て
支
払
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
時
系

列
に
よ
る
支
払
順
序
は
変
更
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
こ
れ
に
従
わ
な

い
支
払
い
に
対
し
て
は
民
事
訴
訟
法
に
よ
る
制
裁
が
課
さ
れ
る
。
す

な
わ
ち
、
他
の
債
権
者
は
、
自
分
よ
り
劣
後
す
る
債
権
者
に
対
し
違

法
に
支
払
わ
れ
た
金
額
に
つ
い
て
、
差
押
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で

き
る（

（1
（

。

　

国
に
対
す
る
司
法
的
決
定
の
執
行
に
関
す
る
こ
の
よ
う
な
ル
ー
ル

は
、
債
権
者
の
権
利
を
後
退
さ
せ
、
国
に
対
す
る
判
決
の
迅
速
か
つ

効
果
的
な
実
現
を
妨
げ
る
も
の
と
し
て
、
し
ば
し
ば
批
判
さ
れ
て
い

る
。
公
的
支
出
に
つ
い
て
、
事
前
に
予
算
計
上
す
る
必
要
に
基
づ
く

も
の
で
は
あ
る
が
、
債
権
者
は
判
決
確
定
後
、
何
年
か
経
た
な
い
と

支
払
が
受
け
ら
れ
な
い
と
い
う
事
態
を
生
じ
さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

国
に
対
す
る
権
利
の
実
現
に
お
い
て
、
必
ず
し
も
正
当
と
は
言
え

な
か
っ
た
仕
組
み
を
是
正
し
支
払
を
確
保
す
る
た
め
に
、
少
額
債
権

に
係
る
判
決
の
執
行
に
つ
い
て
、
二
〇
〇
一
年
に
法
改
正
が
さ
れ
た
。

こ
の
改
正
に
よ
り
、
公
的
機
関
が
、
約
一
万
八
〇
〇
〇
米
ド
ル
ま
た

は
約
一
万
三
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
に
相
当
す
る
額
以
下
の
金
銭
支
払
判
決

を
受
け
た
場
合
、
プ
レ
カ
ト
リ
オ
（
判
決
を
し
た
裁
判
官
が
所
属
す

る
裁
判
所
の
長
官
が
発
す
る
）
を
用
い
ず
に
、
判
決
を
し
た
裁
判
官
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に
よ
っ
て
直
ち
に
執
行
さ
れ
る
よ
う
に
変
更
さ
れ
た（

（2
（

。
す
な
わ
ち
、

判
決
を
し
た
裁
判
官
は
、
六
〇
日
以
内
の
履
行
を
要
す
る
電
子
的
支

払
命
令
を
発
出
す
る
こ
と
に
な
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
こ
の
新
た
な

制
度
は
よ
く
機
能
し
て
い
る
。

Ⅳ　

効
果
的
な
執
行
の
た
め
の
手
続
上
の
仕
組
み

　

私
人
間
の
伝
統
的
な
執
行
手
続
に
戻
る
と
、
民
事
訴
訟
法
五
二
三

条
と
八
二
九
条
が
、
判
決
債
務
者
が
判
決
で
認
定
さ
れ
た
債
務
を
支

払
う
義
務
を
規
定
し
、
任
意
履
行
を
期
待
し
て
い
る
。

　

民
事
訴
訟
法
五
二
三
条
は
、
執
行
の
た
め
の
特
別
訴
訟
手
続
を
必

要
と
し
な
い
事
件
（
判
決
の
執
行
が
、
権
利
の
確
認
手
続
の
第
二
段

階
に
す
ぎ
な
い
場
合
）
に
適
用
さ
れ
、
判
決
債
務
者
は
、
裁
判
官
か

ら
通
知
を
受
け
て
か
ら
一
五
日
以
内
に
債
務
を
履
行
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
規
定
す
る
。
一
方
、
民
事
訴
訟
法
八
二
九
条
は
、
裁
判
外

の
債
務
名
義
や
、
そ
の
他
の
自
治
的
執
行
（
養
育
費
・
扶
養
料
）
に

適
用
さ
れ
る
が
、
債
務
者
は
、
裁
判
所
か
ら
通
知
を
受
け
て
か
ら
三

日
以
内
に
債
務
を
履
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
す
る
。
支
払

通
知
は
、
差
押
令
状
と
と
も
に
送
達
さ
れ
、
も
し
債
務
者
が
所
定
の

期
限
内
に
支
払
わ
な
か
っ
た
場
合
、
執
行
官
は
債
務
者
と
連
絡
を
と

り
つ
つ
、
直
ち
に
差
押
と
価
値
評
価
に
移
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

執
行
手
続
開
始
の
申
立
に
お
い
て
、
債
権
者
は
差
し
押
え
ら
れ
る

べ
き
債
務
者
の
財
産
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
二
〇

〇
六
年
法
律
一
一
三
八
二
号
（Lei nº 11.382/2006

）
お
よ
び
二

〇
〇
五
年
法
律
一
一
二
三
二
号
（Lei nº 11.232/2005

）
に
よ
る

執
行
手
続
改
正
に
よ
る
変
更
点
で
あ
る
。
改
正
前
は
、
債
務
者
は
差

押
え
ら
れ
る
べ
き
自
分
の
財
産
を
、
送
達
後
二
四
時
間
以
内
に
指
定

で
き
た
が
、
こ
れ
は
大
い
に
批
判
を
受
け
て
い
た
。
旧
法
が
、
こ
の

よ
う
に
差
押
財
産
を
指
定
す
る
機
会
を
設
け
て
い
た
趣
旨
は
、
債
務

者
の
権
利
で
あ
っ
て
、
義
務
と
し
た
の
で
は
な
い
。
し
か
し
実
際
の

と
こ
ろ
、
債
務
者
は
、
銀
行
口
座
か
ら
の
資
金
移
転
や
、
不
動
産
を

売
却
す
る
な
ど
の
様
々
な
詐
欺
的
な
執
行
逃
れ
を
行
う
た
め
に
、
し

ば
し
ば
「
傍
観
的
態
度
」
に
よ
っ
て
裁
判
所
に
よ
る
差
押
決
定
ま
で

の
時
間
を
稼
い
で
い
た
。

　

改
正
後
の
ル
ー
ル
で
は
、
債
権
者
は
、
差
し
押
さ
え
ら
れ
る
べ
き

債
務
者
の
財
産
を
、
執
行
手
続
開
始
申
立
の
際
に
示
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
債
権
者
は
、
債
務
者
の
ど
の
財
産
の
差
押
を
望
む
か
に
つ

い
て
、
申
立
時
に
特
定
す
る
義
務
が
あ
る
（
民
事
訴
訟
法
五
二
四
条
、

七
九
八
条
Ⅱ
ｃ
）。
読
者
に
は
、
債
権
者
が
ど
の
よ
う
な
方
法
で
債

務
者
の
財
産
に
関
す
る
情
報
を
得
る
の
か
と
い
う
疑
問
が
あ
ろ
う
。

債
権
者
は
、
政
府
が
保
有
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
上
で
、
債
務
者
の
氏

名
を
入
力
し
て
検
索
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、
当
該
情
報
が
銀



法学研究 93 巻 6 号（2020：6）

62

行
情
報
の
よ
う
に
秘
密
と
し
て
保
護
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
前
提
と

な
る
。
債
権
者
は
、
公
証
人
の
事
務
所
で
手
数
料
を
支
払
う
こ
と
に

よ
り
、
不
動
産
、
自
動
車
、
船
舶
な
ど
の
財
産
に
つ
き
、
所
有
者
や

財
産
の
所
在
が
記
載
さ
れ
た
公
証
書
類
を
入
手
す
る
こ
と
も
可
能
で

あ
る
。

　

債
権
者
が
債
務
者
の
財
産
を
発
見
で
き
な
か
っ
た
場
合
、
現
在
で

は
様
々
な
方
法
に
よ
っ
て
、
裁
判
官
は
債
務
者
に
開
示
を
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
。
開
示
義
務
は
、
判
決
、
お
よ
び
裁
判
外
の
債
務
名
義

の
ど
ち
ら
に
も
適
用
さ
れ
る
が
、
債
権
者
は
、
債
務
者
財
産
の
発
見

や
特
定
を
可
能
に
す
る
手
段
を
全
て
尽
く
し
た
こ
と
を
証
明
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
債
権
者
が
公
共
の
記
録
お
よ
び
公
証
サ
ー
ビ
ス
に

よ
っ
て
債
務
者
の
財
産
を
発
見
し
よ
う
と
試
み
た
が
不
奏
効
で
あ
っ

た
こ
と
を
示
す
こ
と
に
よ
り
、
裁
判
所
は
債
務
者
に
財
産
開
示
を
命

じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

新
民
事
訴
訟
法
も
、
債
務
者
に
対
し
、
銀
行
口
座
を
含
む
財
産
の

所
在
地
を
開
示
す
る
厳
格
な
義
務
を
課
し
た
。
民
事
訴
訟
法
八
四
七

条
補
項
二
に
よ
れ
ば
、
債
務
者
が
自
発
的
に
支
払
い
を
せ
ず
、
債
務

者
の
財
産
が
発
見
さ
れ
な
い
場
合
、
裁
判
官
か
ら
通
知
を
受
け
た
債

務
者
は
、
自
己
の
財
産
の
所
在
地
や
特
定
に
係
る
情
報
を
提
供
す
る

手
続
法
上
の
義
務
を
負
う
。
債
務
者
が
こ
の
義
務
を
履
行
す
べ
き
期

間
は
裁
判
官
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
不
遵
守
は
、「
司
法

の
尊
厳
」
を
損
な
う
行
為
と
み
な
さ
れ
る
（
民
事
訴
訟
法
七
七
四
条

Ⅴ
号
）（
英
米
法
に
お
け
る
裁
判
所
侮
辱
（contem

pt of court

）

に
類
似
す
る
面
も
あ
る
が
、
身
体
拘
禁
を
伴
う
も
の
で
は
な
い（

（2
（

）。

債
務
者
は
、
す
べ
て
の
財
産
を
開
示
す
る
必
要
は
な
い
が
、
債
務
に

満
足
を
与
え
る
の
に
必
要
な
財
産
に
つ
い
て
は
、
ど
こ
で
発
見
可
能

か
に
つ
い
て
の
情
報
も
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（

（2
（

。
義
務
不
遵
守

に
対
す
る
制
裁
は
民
事
訴
訟
法
七
七
四
条
で
規
定
さ
れ
て
お
り
、
債

務
者
は
裁
判
所
に
よ
っ
て
制
裁
金
を
課
せ
ら
れ
、
そ
の
金
銭
は
判
決

債
権
の
満
足
に
充
て
ら
れ
る
。
仮
に
債
務
者
が
司
法
手
続
に
お
い
て

虚
偽
の
陳
述
を
し
た
場
合
、
犯
罪
を
構
成
す
る
も
の
と
し
て
刑
事
訴

追
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
る
（
刑
法
三
四
七
条
：
司
法
手
続
に
お
け

る
詐
欺
）。

　

執
行
手
続
に
お
け
る
債
務
者
の
誠
実
行
動
義
務
の
延
長
と
し
て
、

民
事
訴
訟
法
八
四
七
条
補
項
二
は
以
下
の
と
お
り
規
定
す
る
。
差
押

通
知
を
受
け
た
債
務
者
が
、
当
該
差
押
財
産
に
代
え
て
他
の
財
産
に

対
す
る
差
押
え
を
求
め
た
場
合
、
裁
判
所
が
定
め
た
期
間
内
に
代
替

財
産
を
指
定
し
、
そ
れ
が
自
ら
の
所
有
に
属
し
第
三
者
の
権
利
が
付

着
し
て
い
な
い
こ
と
を
示
す
公
証
書
類
も
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ま
た
、
債
務
者
は
、
民
事
訴
訟
法
五
条
や
七
七
条
補
項
二
が
定

め
る
一
般
的
誠
実
義
務
に
従
い
、
差
押
そ
の
他
の
執
行
行
為
を
妨
害

す
る
い
か
な
る
行
為
も
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。
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民
事
訴
訟
法
八
二
八
条
は
、
判
決
債
権
者
が
公
証
不
動
産
登
録
に

差
押
登
録
を
す
る
こ
と
を
可
能
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
第
三
者
の

信
頼
を
保
護
す
る
た
め
に
重
要
で
あ
り
、
執
行
の
競
合
や
倒
産
の
場

合
に
お
け
る
優
先
順
位
を
保
全
す
る
も
の
で
あ
る（

（2
（

。

　

財
産
が
特
定
さ
れ
れ
ば
、
裁
判
官
は
財
産
の
差
押
を
電
子
的
に
登

録
す
る
こ
と
が
で
き
、
第
三
者
に
対
し
て
は
、
知
っ
て
い
る
債
務
者

財
産
や
、
第
三
者
が
管
理
す
る
記
録
に
お
け
る
債
務
者
の
財
産
権
の

登
録
の
有
無
の
開
示
を
命
令
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
公
的
機
関
（
公

証
人
も
含
む
）
と
民
間
機
関
（
例
え
ば
銀
行
）
の
い
ず
れ
も
、
財
産

に
関
す
る
照
会
に
応
じ
る
義
務
が
あ
り
、
裁
判
所
の
命
令
に
従
い
協

力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
し
違
反
し
た
場
合
は
、
制
裁
金
や
業

務
停
止
の
対
象
と
な
る
こ
と
も
あ
る（

（2
（

。

Ⅴ　

�

債
権
者
と
債
務
者
の
相
反
す
る
利
益
の
均
衡
：

猶
予
と
私
的
売
却

　

ブ
ラ
ジ
ル
民
事
訴
訟
法
の
最
近
の
改
正
は
、
強
制
執
行
の
猶
予
や
、

私
人
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
に
よ
る
執
行
売
却
の
よ
う
に
、
債
権
者
と
債

務
者
の
相
反
す
る
利
害
の
調
整
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

債
務
者
が
強
制
執
行
の
猶
予
を
受
け
る
に
は
い
く
つ
か
の
条
件
が

あ
る
。
ま
ず
、
債
務
の
承
認
が
法
定
の
期
限
ま
で
に
な
さ
れ
る
必
要

が
あ
る
。
債
務
の
承
認
に
よ
っ
て
、
債
務
者
は
防
御
の
主
張
を
放
棄

し
た
と
み
な
さ
れ
、
債
務
の
存
在
や
額
を
争
う
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

ま
た
、
債
務
者
は
債
務
額
（
手
続
費
用
と
弁
護
士
費
用
を
含
む
）
の

三
〇
％
を
預
託
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
条
件
を
充
足
す

れ
ば
、
債
務
者
は
債
務
の
残
額
に
つ
い
て
、
六
か
月
（
六
回
）
を
上

限
と
す
る
分
割
払
い
と
す
る
許
可
を
裁
判
所
に
求
め
る
こ
と
が
で
き

る
（
民
事
訴
訟
法
九
一
六
条（

（2
（

）。

　

猶
予
の
制
度
は
、
当
事
者
間
の
相
反
す
る
利
益
を
調
整
し
、
均
衡

を
達
成
す
る
新
た
な
重
要
な
手
段
と
み
ら
れ
て
お
り
、
債
権
者
に
も

有
利
な
面
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
債
権
者
は
三
〇
％
の
預
託
金
を
直

ち
に
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
、
法
定
の
六
か
月
以
内
に
全
額
を
確
実

に
回
収
で
き
る
か
ら
で
あ
る
（
特
に
、
債
務
者
が
争
っ
て
い
る
場
合

な
ど
は
、
手
続
は
六
か
月
以
内
に
は
終
了
し
な
い
こ
と
が
多
い
）。

　

一
方
で
、
債
務
者
に
も
利
益
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
金
融
機
関
で

弁
済
資
金
の
融
資
を
受
け
る
よ
り
も
簡
単
な
方
法
で
猶
予
を
得
ら
れ

る
か
ら
で
あ
る
。
結
局
、
こ
の
制
度
は
債
権
者
と
債
務
者
の
双
方
に

利
益
が
あ
る
と
い
え
る
。
論
者
に
よ
っ
て
は
、
債
務
者
は
時
間
稼
ぎ

の
た
め
に
猶
予
を
用
い
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
主
張
す
る
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
行
動
は
、
債
務
者
に
と
っ
て
深
刻
な
結

果
を
も
た
ら
し
得
る
か
ら
、
合
理
的
で
は
な
い
。
既
に
述
べ
た
と
お

り
、
債
務
者
は
最
早
防
御
的
な
主
張
を
で
き
な
い
し
（
債
務
者
は
債
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務
を
承
認
し
た
か
ら
で
あ
る
）、
三
〇
％
の
預
託
金
を
失
う
こ
と
に

な
る
。
つ
ま
り
、
猶
予
の
制
度
は
、
債
務
の
履
行
を
望
む
が
、
短
期

的
に
解
決
可
能
性
が
あ
る
経
済
的
苦
境
に
あ
る
債
務
者
を
救
済
す
る

た
め
の
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

差
押
を
受
け
た
財
産
の
執
行
売
却
は
、
伝
統
的
に
司
法
の
公
的
業

務
と
し
て
行
わ
れ
て
き
た
が
、
二
〇
〇
六
年
以
降
、
新
た
な
ル
ー
ル

と
し
て
私
的
な
売
却
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
（
民
事
訴
訟
法
八
二
五

条
Ⅱ
号
、
八
八
〇
条
）。
債
権
者
は
裁
判
官
に
、
当
該
債
権
者
自
身
、

ま
た
は
専
門
と
す
る
第
三
者
（
認
証
を
受
け
た
仲
介
業
者
）
に
よ
る

売
却
の
実
施
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
改
正
は
、
公
的
な
競
売
は
し
ば
し
ば
非
効
率
的
で
費
用
が
か

か
る
と
し
て
、
効
率
性
を
目
的
に
行
わ
れ
た
。
適
正
手
続
を
保
障
す

る
た
め
、
民
事
訴
訟
法
八
八
〇
条
補
項
一
は
、
裁
判
官
は
売
却
が
実

施
さ
れ
る
期
間
、
公
告
の
形
式
、
最
低
価
格
、
支
払
条
件
、
保
証
、

お
よ
び
事
案
に
よ
っ
て
は
仲
介
料
に
つ
い
て
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
旨
を
規
定
す
る
。
こ
の
制
度
も
債
権
者
と
債
務
者
双
方
の
利
益
に

資
す
る
も
の
で
あ
り
、
債
権
者
に
と
っ
て
望
ま
し
い
売
却
結
果
を
得

る
こ
と
は
、
同
時
に
債
務
者
に
も
、
債
務
の
弁
済
と
、
廉
価
で
の
売

却
が
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
保
証
す
る
も
の
で
あ
る
。

Ⅵ　

外
国
判
決
の
執
行
の
た
め
の
要
件
（
判
例
法
）

　

ブ
ラ
ジ
ル
に
お
い
て
、
外
国
裁
判
所
の
判
決
は
、
承
認
さ
れ
た
場

合
に
の
み
執
行
が
可
能
に
な
る
。
外
国
判
決
の
承
認
は
、

“hom
ologação de sentença estrangeira

”と
呼
ば
れ
る
特
別
の

手
続
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
執
行
認
可
決
定
が
さ
れ
る
。
外
国
判
決

の
承
認
手
続
は
、
外
国
判
決
が
ブ
ラ
ジ
ル
国
内
で
有
効
と
な
る
た
め

の
司
法
手
続
で
あ
り（

（2
（

、
民
事
訴
訟
法
九
六
〇
条
以
下
に
規
定
さ
れ
る

国
内
法
上
の
手
続
で
あ
る（

（2
（

。

　

民
事
訴
訟
法
九
六
一
条
は
、
外
国
判
決
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
司
法
機

関
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
、
執
行
認
可
状
（exequatur

）
の
発
付
が

さ
れ
た
場
合
に
の
み
、
ブ
ラ
ジ
ル
国
内
で
執
行
可
能
と
規
定
す
る
。

も
と
も
と
、
外
国
判
決
の
承
認
お
よ
び
執
行
認
可
に
つ
い
て
は
、
憲

法
一
〇
二
条
Ⅰ
号
ｈ
に
よ
り
連
邦
最
高
裁
判
所
（
Ｓ
Ｔ
Ｆ
）
が
専
属

管
轄
を
有
し
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
管
轄
は
二
〇
〇
四
年
の
憲
法

改
正
に
よ
っ
て
修
正
さ
れ
、
連
邦
高
等
司
法
裁
判
所
（
Ｓ
Ｔ
Ｊ
）
に

移
管
さ
れ
た
。
こ
の
改
正
に
よ
り
、
連
邦
高
等
司
法
裁
判
所
の
管
轄

が
憲
法
一
〇
五
条
Ⅰ
号
ｉ
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
執
行
認
可
状
は
、

連
邦
高
等
司
法
裁
判
所
長
官
、
ま
た
は
同
裁
判
所
の
特
別
法
廷
に

よ
っ
て
付
与
さ
れ
る（

（2
（

。
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承
認
手
続
は
、
外
国
の
裁
判
所
ま
た
は
権
限
あ
る
機
関
に
よ
っ
て

行
わ
れ
た
判
決
の
本
案
に
は
介
入
し
な
い
と
い
う
意
味
で
、
本
質
的

に
形
式
的
で
あ
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
外
国
判
決
の
承
認
と
執
行

の
制
度
は
、
限
定
審
査
（juízo de delibação

）
と
呼
ば
れ
る
手

続
的
審
査
を
基
本
と
し
て
お
り
、
本
案
の
審
査
は
外
形
的
な
も
の
に

す
ぎ
な
い（

（2
（

。
連
邦
高
等
司
法
裁
判
所
は
、
外
国
判
決
が
主
権
や
公
序

に
適
合
す
る
か
、
お
よ
び
、
最
小
限
の
手
続
保
障
が
存
在
し
た
か
と

い
う
法
律
上
の
要
件
を
充
足
す
る
か
を
審
査
す
る
。

　

憲
法
や
民
事
訴
訟
法
の
こ
れ
ら
の
条
文
に
加
え
て
、
連
邦
高
等
司

法
裁
判
所
決
議
二
〇
〇
五
年
九
号
（Resolução nº 9/2005 do 

ST
J

）（
以
下
「
Ｓ
Ｔ
Ｊ
決
議
二
〇
〇
五
年
九
号
」
と
い
う
）
も
、

執
行
認
可
手
続
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｔ
Ｊ
決
議
二
〇
〇
五

年
九
号
四
条
は
、
民
事
訴
訟
法
九
六
三
条
と
同
様
の
要
件
の
ほ
か
、

執
行
認
可
状
発
付
に
重
要
な
他
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て
も
規
定
し
て
い

る
。
四
条
の
第
一
パ
ラ
グ
ラ
フ
は
、
外
国
の
司
法
機
関
以
外
に
よ
る

行
為
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ブ
ラ
ジ
ル
法
で
は
司
法
機
関
の
判
決
で

の
判
断
を
要
す
る
事
項
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
執
行
不
能
と
宣
言
で

き
る
旨
を
規
定
す
る
。
こ
の
条
項
は
、
ど
の
よ
う
な
行
為
が
執
行
可

能
で
あ
る
か
を
定
義
す
る
重
要
な
要
件
は
、
実
体
的
で
あ
る
こ
と
に

注
目
さ
せ
る
。
裁
判
所
は
、
外
国
の
機
関
の
行
為
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
法

に
お
い
て
判
決
が
有
し
て
い
る
内
容
と
典
型
的
効
果
を
有
す
る
か
否

か
を
分
析
す
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
司
法
機
関
の
判
決
で

あ
る
必
要
は
な
い（

（3
（

。

　

ブ
ラ
ジ
ル
の
外
国
判
決
承
認
手
続
に
お
い
て
、
外
国
の
行
政
機
関

の
行
為
や
、
司
法
機
関
に
よ
る
判
決
に
つ
い
て
扱
っ
た
い
く
つ
か
の

判
例
法
が
あ
る
。
デ
ン
マ
ー
ク
や
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
行
政
機
関
に
よ
る

離
婚
に
つ
い
て
の
執
行
認
可
状
取
得
は
、
連
邦
高
等
司
法
裁
判
所
の

判
例
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
の
協
議
離
婚
に
つ

い
て
も
、
裁
判
所
が
承
認
し
執
行
認
可
状
を
与
え
た
判
例
が
あ
る（

（3
（

。

民
事
訴
訟
法
九
六
一
条
補
項
五
は
、
同
意
に
よ
る
離
婚
に
関
す
る
外

国
判
決
に
つ
い
て
は
、
裁
判
所
の
承
認
を
要
せ
ず
に
執
行
可
能
で
あ

る
旨
を
規
定
す
る
。

　

旧
民
事
訴
訟
法
時
代
に
お
い
て
、
外
国
判
決
の
執
行
の
要
件
は
民

事
訴
訟
法
で
は
な
く
、
ブ
ラ
ジ
ル
法
に
関
す
る
通
則
法
（LIN

D
B: 

Lei de Introdução às N
orm

as do D
ireito Brasileiro

）
の
一

五
条
と
一
七
条
、
お
よ
び
Ｓ
Ｔ
Ｊ
決
議
二
〇
〇
五
年
九
号
の
五
条
と

六
条
に
規
定
さ
れ
て
い
た
。
新
民
事
訴
訟
法
は
同
法
に
規
定
を
置
く

が
、
他
の
規
範
に
も
沿
っ
て
解
釈
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
特
に
、
連

邦
高
等
司
法
裁
判
所
は
、
外
国
判
決
の
実
体
を
再
審
査
し
な
い
こ
と

に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
承
認
手
続
は
、
法
が
規
定
す
る
外
形
的
お

よ
び
手
続
的
な
承
認
要
件
を
、
当
該
外
国
判
決
を
し
た
国
の
法
も
考

慮
に
入
れ
て
分
析
す
る
こ
と
に
傾
注
し
て
い
る（

（3
（

。
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外
国
判
決
執
行
の
第
一
の
要
件
は
、
判
決
や
行
為
が
、
当
該
紛
争

に
つ
い
て
判
断
す
る
管
轄
お
よ
び
権
限
を
有
す
る
機
関
に
よ
り
行
わ

れ
た
こ
と（

（3
（

、
ま
た
第
二
の
要
件
は
、
当
事
者
が
通
常
の
方
法
で
呼
出

し
を
受
け
、
ま
た
は
欠
席
が
法
的
に
承
認
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る（

（3
（

。

旧
法
で
は
判
決
が
終
局
的
で
あ
る
こ
と
を
必
要
と
し
て
い
た
が（

（3
（

、
現

行
法
は
こ
の
要
件
を
廃
止
し
、
中
間
的
判
断
の
承
認
を
許
容
し
て
い

る
。

　

さ
ら
な
る
要
件
と
し
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
領
事
に
よ
る
認
証
と
、
公
証

通
訳
人
ま
た
は
宣
誓
し
た
通
訳
人
に
よ
る
訳
文
の
添
付
が
あ
る（

（3
（

。
ま

た
、
Ｓ
Ｔ
Ｊ
決
議
二
〇
〇
五
年
九
号
六
条
は
、
外
国
判
決
は
国
家
主

権
や
公
序
の
侵
害
に
な
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
旨
の
要
件
を

付
加
す
る
。
以
上
の
要
件
を
す
べ
て
充
足
し
た
場
合
、
外
国
判
決
は

承
認
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
Ｓ
Ｔ
Ｊ
決
議
二
〇
〇
五
年
九
号
は
、
当
事
者
が
期
待
す
る

司
法
的
救
済
の
効
果
を
確
保
す
る
た
め
に
、
仮
の
救
済
や
部
分
的
な

執
行
認
可
の
可
能
性
に
つ
い
て
も
規
定
す
る（

（3
（

。
外
国
判
決
の
執
行
認

可
決
定
が
終
局
的
と
な
っ
た
場
合
、
当
事
者
は
執
行
認
可
状
の
交
付

を
受
け
た
上
で
、
連
邦
裁
判
所
に
お
い
て
外
国
判
決
の
執
行
手
続
に

進
む
こ
と
が
で
き
る（

（3
（

。

　

メ
ル
コ
ス
ー
ル
（M

ERCO
SU

R

：
南
米
南
部
共
同
市
場
）
加
盟

国
の
間
で
は
、
執
行
認
可
状
の
手
続
は
簡
素
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

こ
と
は
ラ
ス
・
レ
ー
ニ
ャ
ス
議
定
書
（Las Leñas Protocol of 

27
th July 1992

）
で
規
定
さ
れ
て
い
る
。
同
議
定
書
第
五
章
で
は
、

加
盟
国
間
の
判
決
お
よ
び
仲
裁
判
断
の
承
認
お
よ
び
執
行
手
続
に
関

す
る
ル
ー
ル
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
同
議
定
書
一
八
条
に
よ
れ
ば
、

加
盟
国
の
裁
判
権
の
下
で
発
さ
れ
た
民
事
、
商
事
、
労
働
、
お
よ
び

行
政
的
事
項
に
関
す
る
判
決
お
よ
び
仲
裁
判
断
、
な
ら
び
に
刑
事
手

続
に
お
け
る
物
の
補
償
や
賠
償
の
判
決
に
つ
い
て
も
適
用
さ
れ
る
。

　

同
議
定
書
一
九
条
は
、
加
盟
国
に
よ
る
承
認
は
、
国
内
法
に
従
い
、

嘱
託
書
（letter rogatory

）
の
手
続
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
中
央
当

局
ま
た
は
外
交
経
路
を
通
じ
て
伝
達
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
規
定
す
る
。

こ
の
よ
う
な
仕
組
み
が
存
在
す
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
ブ
ラ
ジ
ル
連
邦

最
高
裁
判
所
は
、
ラ
ス
・
レ
ー
ニ
ャ
ス
議
定
書
に
よ
る
簡
素
化
さ
れ

た
手
続
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
執
行
許
可
状
の
手
続
の
必
要
性
を

否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
旨
を
一
九
九
七
年
の
判
決
（
当
時
は
連
邦

最
高
裁
判
所
が
管
轄
を
有
し
て
い
た
）
で
判
示
し
た（

（3
（

。
法
改
正
に
よ

り
現
在
は
連
邦
高
等
司
法
裁
判
所
の
管
轄
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の

判
例
は
依
然
と
し
て
効
力
を
有
す
る
。

Ⅶ　

二
〇
一
五
年
民
事
訴
訟
法
に
お
け
る
他
の
新
潮
流

　

執
行
手
続
の
こ
れ
ま
で
の
発
展
は
、
旧
民
事
訴
訟
法
の
改
正
を
適
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時
に
重
ね
る
こ
と
で
実
現
し
て
き
た
。
二
〇
一
〇
年
以
降
、
ブ
ラ
ジ

ル
連
邦
議
会
で
新
民
事
訴
訟
法
典
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
て
き
た

が
、
二
〇
一
五
年
に
可
決
し
、
二
〇
一
六
年
三
月
に
施
行
さ
れ
た
。

執
行
手
続
に
つ
い
て
は
比
較
的
最
近
に
改
正
が
あ
っ
た
の
で
、
ブ
ラ

ジ
ル
の
立
法
者
は
大
幅
な
改
正
で
は
な
く
、
従
前
の
改
正
の
統
合
に

と
ど
め
る
こ
と
を
選
ん
だ
。
し
か
し
、
い
く
つ
か
の
新
た
な
変
更
点

も
あ
る
。

　

例
え
ば
、
司
法
的
執
行
に
代
替
す
る
手
段
が
強
化
さ
れ
た
。
ブ
ラ

ジ
ル
の
裁
判
所
は
、
債
務
者
に
支
払
を
強
制
す
る
手
段
と
し
て
、
公

証
人
に
よ
っ
て
公
証
さ
れ
た
判
決
不
履
行
証
書
（protesto

）
を
使

用
す
る
こ
と
を
、
長
ら
く
認
め
て
き
た
。
こ
の
不
履
行
証
書
は
、
債

務
者
が
金
融
市
場
で
信
用
取
引
を
す
る
こ
と
を
困
難
に
し
、
ま
た
行

政
庁
や
公
的
機
関
の
入
札
に
参
加
す
る
資
格
を
失
わ
せ
る
（
自
然
人

で
あ
れ
企
業
で
あ
れ
、
入
札
参
加
に
あ
た
り
判
決
債
務
を
負
担
し
て

い
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。）。
不
履
行
証

書
を
受
け
た
債
務
者
と
し
て
は
、
公
共
契
約
に
参
加
す
る
こ
と
を
望

む
の
で
あ
れ
ば
、
強
制
執
行
に
抵
抗
す
る
よ
り
も
債
務
を
支
払
う
こ

と
を
選
ん
で
い
た
。

　

こ
の
よ
う
に
生
成
さ
れ
て
き
た
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
に
代
え
て
、
民
事

訴
訟
法
は
五
一
七
条
で
正
式
な
制
度
と
し
て
規
定
し
た
。
債
権
者
は
、

判
決
正
本
を
自
分
で
公
証
人
に
持
参
し
、
判
決
不
履
行
証
書
の
発
行

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
唯
一
の
要
件
は
、
判
決
が
確
定
し
（
既

判
力
を
有
し
）
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
不
履
行
証
書
は
、
債
務
が
全

額
弁
済
さ
れ
た
場
合
は
、
裁
判
官
の
命
令
に
よ
り
取
り
消
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

債
務
者
に
対
す
る
心
理
的
圧
迫
の
機
能
を
持
つ
も
う
一
つ
の
手
段

と
し
て
は
、
例
え
ば
信
用
情
報
会
社
が
運
営
す
る
「
不
良
債
務
者
リ

ス
ト
」
や
「
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
ス
コ
ア
・
レ
ポ
ー
ト
」
の
よ
う
な
名
簿

に
、
債
務
者
の
氏
名
を
登
録
す
る
方
法
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
名
簿

は
、
適
切
な
催
告
を
受
け
た
の
に
債
務
を
全
額
弁
済
し
な
い
者
に
関

す
る
情
報
を
、
公
衆
や
業
者
相
互
間
で
共
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
複

数
の
私
企
業
に
よ
っ
て
維
持
運
営
さ
れ
て
い
る
。
新
民
事
訴
訟
法
は
、

未
払
い
の
判
決
債
務
を
、
そ
の
よ
う
な
リ
ス
ト
に
掲
載
で
き
る
も
の

と
し
た
（
民
事
訴
訟
法
七
八
二
条
三
項
）。
債
務
が
支
払
わ
れ
た
場

合
や
、
強
制
執
行
手
続
が
い
か
な
る
理
由
で
あ
れ
終
了
し
た
場
合

（
手
続
上
の
理
由
も
含
む
）
に
は
、
当
該
名
簿
上
の
記
載
は
す
み
や

か
に
抹
消
さ
れ
る
。

　

最
後
に
、
新
民
事
訴
訟
法
は
、
手
続
的
規
範
や
法
的
状
態
に
関
す

る
合
意
に
つ
い
て
革
新
的
で
あ
る（

（4
（

。
民
事
訴
訟
法
一
九
〇
条
は
、
手

続
に
関
す
る
合
意
（
訴
訟
契
約
）
に
つ
い
て
の
一
般
的
規
定
と
し
て

設
け
ら
れ
、
以
下
の
と
お
り
規
定
す
る
。「
当
事
者
に
よ
る
自
治
的

解
決
が
許
容
さ
れ
る
権
利
を
扱
う
訴
訟
に
お
い
て
、
行
為
能
力
が
あ
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る
当
事
者
は
、
訴
訟
係
属
前
ま
た
は
係
属
中
に
合
意
を
締
結
す
る
こ

と
に
よ
り
、
証
明
責
任
、
権
限
、
手
続
上
の
権
利
や
義
務
を
、
当
該

訴
訟
の
具
体
的
必
要
に
応
じ
て
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」
こ
の

一
般
的
規
定
は
、
当
事
者
が
強
制
執
行
手
続
に
関
し
、
差
押
可
能
な

財
産
、
送
達
や
通
知
の
方
法
、
売
却
を
実
施
す
る
私
人
（
法
人
も
含

む
）
の
指
定
、
手
続
的
行
為
の
日
程
決
定
、
お
よ
び
争
い
は
あ
る
が
、

法
が
規
定
す
る
債
務
名
義
に
該
当
し
な
い
文
書
に
よ
り
強
制
執
行
を

可
能
と
す
る
こ
と
な
ど（

（4
（

、
多
く
の
規
範
や
条
件
に
つ
き
合
意
す
る
こ

と
を
許
容
す
る（

（4
（

。

Ⅷ　

お
わ
り
に

　

本
報
告
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
民
事
訴
訟
法
の
う
ち
強
制
執
行
に
関
す
る

最
新
動
向
を
紹
介
す
る
こ
と
を
意
図
し
、
最
近
の
法
改
正
や
判
例
だ

け
で
な
く
、
新
民
事
訴
訟
法
の
設
計
思
想
に
も
言
及
し
た
。
執
行
の

主
た
る
眼
目
は
、
基
本
的
な
憲
法
に
よ
る
保
障
を
損
な
わ
ず
に
効
率

を
達
成
し
つ
つ
、
債
務
者
と
債
権
者
の
権
利
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ

と
に
帰
着
す
る
。

【
訳
者
付
記
】

　

本
稿
は
、
二
〇
一
八
年
一
〇
月
一
〇
日
に
立
命
館
大
学
衣
笠
キ
ャ
ン

パ
ス
に
て
行
わ
れ
た
、
リ
オ
・
デ
・
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
州
立
大
学

（U
niversidade do Estado do Rio de Janeiro

）
法
学
部
教
授
ア

ン
ト
ニ
オ
・
カ
ブ
ラ
ウ
（A

ntonio do Passo Cabral

）
氏
に
よ
る

講
演
会
の
英
文
原
稿
を
訳
出
し
た
も
の
で
あ
る
（
原
文
は
、

Ritsum
eikan Law

 Review
 N

o. 37, p. 9‌5

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
）。

講
演
会
の
開
催
に
際
し
て
は
、
立
命
館
大
学
法
学
部
出
口
雅
久
教
授
に

ご
尽
力
頂
い
た
。
こ
こ
に
深
甚
な
る
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。

　

カ
ブ
ラ
ウ
教
授
は
、
リ
オ
・
デ
・
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
州
立
大
学
法
学
部
を

二
〇
〇
一
年
に
卒
業
後
、
同
大
学
院
修
士
課
程
お
よ
び
博
士
課
程
を
修

了
し
、
博
士
学
位
を
取
得
し
て
い
る
。
数
多
の
著
作
が
あ
る
が
、
最
近

の
代
表
作
と
し
て
、N

ulidades no Processo M
oderno 

（2ª Ed. 
2010

）, Convenções processuais 

（2ª Ed. 2018

）
が
あ
る
。
同
教

授
は
実
務
家
と
し
て
も
活
躍
し
て
お
り
、
公
設
弁
護
人
、
連
邦
裁
判
所

判
事
を
経
て
、
現
在
は
連
邦
検
察
庁
リ
オ
・
デ
・
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
事
務
所

に
お
い
て
、
公
共
民
事
訴
訟
事
件
な
ど
を
担
当
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

同
教
授
は
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
や
パ
リ
第
一
大
学
な
ど
で
の
在
外
研
究
歴

が
あ
り
、
葡
西
英
仏
独
伊
の
六
か
国
語
を
操
る
マ
ル
チ
・
リ
ン
ガ
ル
と

し
て
、
比
較
法
の
著
作
も
多
岐
か
つ
多
言
語
に
わ
た
っ
て
い
る
。
神
戸

で
開
催
さ
れ
た
国
際
訴
訟
法
学
会
（International A

ssociation of 
Procedural Law

）
二
〇
一
九
年
世
界
大
会
（
第
一
六
回
世
界
訴
訟

法
会
議
）
に
お
い
て
報
告
を
務
め
ら
れ
た
こ
と
も
記
憶
に
新
し
い
。

　

最
後
に
、
今
回
の
カ
ブ
ラ
ウ
教
授
の
招
聘
に
際
し
、
石
川
明
教
授
記

念
手
続
法
研
究
所
（
理
事
長
：
三
上
威
彦
武
蔵
野
大
学
法
学
部
教
授
）
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に
よ
る
財
政
的
援
助
を
受
け
た
こ
と
に
つ
き
、
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。

（
1
）　

全
国
裁
判
官
会
議
（
ブ
ラ
ジ
ル
の
民
事
司
法
を
運
営
す
る
機

関
）
が
毎
年
発
表
す
る
統
計
報
告
（
“Justiça em

 N
úm

eros

”）

の
最
新
版
（
二
〇
一
七
年
）
に
よ
れ
ば
、
強
制
執
行
手
続
の
新
規

申
立
件
数
は
六
九
〇
万
〇
五
二
五
件
（
約
七
〇
〇
万
件
）
で
あ
る
。

過
去
五
年
間
で
約
二
五
〇
〇
万
件
の
申
立
が
あ
っ
た
。
ブ
ラ
ジ
ル

で
は
、
執
行
手
続
は
権
利
確
認
手
続
に
比
べ
長
く
時
間
が
か
か
る

だ
け
で
な
く
、
司
法
機
関
へ
の
負
担
も
大
き
い
。
未
済
事
件
の
半

分
以
上
は
執
行
に
関
係
し
て
お
り
、
多
く
の
事
件
で
最
も
難
儀
な

こ
と
は
、
債
務
者
財
産
の
発
見
で
あ
る
。

（
2
）　

ブ
ラ
ジ
ル
新
民
事
訴
訟
法
の
英
訳
は
、
筆
者
のacadem

ia.
edu

の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
か
ら
以
下
の
リ
ン
ク
で
閲
覧
可
能
で
あ
る
。

https://w
w

w
.academ

ia.edu/34624319/Brazilian_Code_of_
Civil_Procedure_-_T
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